
児童・職員・地域 みんなでつくる  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾道市立御調西小学校は，学校教育目標「確かな力で未来を拓く教育の創造」に向け，上記のように読書

を通じて児童に様々な力をつける取組を行っている。 

本校では学校司書の配置により，環境構成や読書指導が充実したものとなっていたが，昨年度より学校司

書が月に２回程度から週２回の勤務となり，より本校の図書館を活性化することができた。昨年度は主に読

書活動の推進に向けて学校司書との連携はもちろん，図書委員や“絵本の森”という地域の方々に読みきか

せをしていただく活動を行うことで，児童にとって読書を身近に感じさせられるように取り組んできた。そ

して今年度は，日本新聞協会の NIE実践指定校を受け，各学年に応じた NIE活動を行っている。 

【本校の学校教育目標】 

確かな力で未来を拓く教育の創造 

尾道市立御調西小学校 学校図書館 

読書活動の推進を通して・・・ 
・読書を通じて，学力の基礎となる「ことばの力」を身につけさせる。 

・読書を通じて，様々な知識や技能・思考力・創造力などを身につけさせ，人生を豊かに生きる力を 

育てる。 

・読書に対する興味や態度を育て，読書生活の基本的な習慣を養う。 

・情報に対して興味・関心をもち，積極的に活用しようとする態度を養う。 

・学校図書館の利用の仕方，視聴覚教材の利用の仕方を身につけさせるとともに，各種の情報を 

適切に選択し，活用の仕方を身につけさせる。 

育てたい資質・能力 

生きて働く知識・技能  表現力  主体性  地域理解 

研 究 主 題 
主体的に学び，表現できる児童の育成 

～育てたい資質・能力の明確化を通して～ 

研 究 仮 説 
生活科や総合的な学習の時間を中心に，つけたい資質・能力を明確にした指導構想の下，

課題設定の工夫，協働的な学びの場の設定，学んだことの表現，NIEの視点・活動を取り入
れることを主軸とした授業改善に取り組むことで，児童が学ぶことの意義や楽しさを感じ，
主体的・協働的に学習し表現する力を育成することができるであろう。 

 ３年次 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～読書活動推進及び学校図書館の充実に向けた取組～ 

環境づくり 
季節の飾りと関連する

本を紹介することで，本

を読みたいと思えるよう

に工夫している。 

壁側に本をたくさん並べ，部屋

全体を本で囲んでいる。そうする

ことで本を探しやすく，広い空間

で落ち着いて読書をすることが

できる。新しい本が入ったら別コ

ーナーを設けて児童に知らせて

いる。 

学
校
行
事
に
関
連
し
た

コ
ー
ナ
ー
の
設
置 

【平和学習】 【古典の日】 

◎季節や行事に応じた環境づくりを行うことで，児童が興味を持っ

て図書室へ行く姿が大変多く見られた。 

図書室の入口 

室内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

催しの実施 

 

昨年度より実施している先生のオススメの本紹介は，
児童に人気がある。４月２３日～５月１２日の“こども
の読書週間”に合わせて実施した。読書に親しみのない
児童でも，先生が本を紹介することで，読んでみようと

いう思いを持つことができる。 

先生のオススメの本紹介 

先生のオススメの本， 

読んでみようか

図書委員会の企画 

新聞クイズ 

 １年生からでもで
きるスタンプラリー
はとても好評で，第
２回を開催しまし
た。 

【スタンプラリー】 

【福袋】 
 

 どの学年でも楽しめ

るように本の中身をよ

く考えて詰めました。 

【読み聞かせ】 一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

た
く
さ
ん
の
児
童
が
来
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

【ぬりえ】 

 

 図書委員会の取組として，主に月間の学年別貸出冊
数の集計・放送や企画の運営・実施を行っている。貸
出冊数に関しては，たくさんの人が本に親しんで欲し
いという思いから，毎月集計して放送することで，「本
を読もう！」という意欲を引き出すことができる。月
に一度図書委員会が企画を実施することで，「図書室
に行きたい！」と思う児童が多く見られる。 

 昨年度，学校司書が企画した“ぬりえ”を児童は覚えており，
今年度は自分たちで企画したいという思いから，今年度は図書委
員会が主体で実施した。実施後は，展覧会という形でみんなの作
品を掲示し，盛り上がっていた。 



学校司書は，毎週水曜日と木曜日に来校してい
る。新刊の登録や季節や行事に応じた掲示作り，教
科で使う図書の選書などの業務を行っている。ま
た，各学年の授業支援（感想文指導や NIE 活動）
に入ったり，委員会活動で児童と企画の運営や実
施に協力したりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞の掲示 

学校司書の 

配置 

【図書室内】  読み方のコツまで細かく説明してある。→「読んでみたい！」 

【階段付近】 【理科室前】 【教室前】 

新聞クイズ 

新聞は学校のあらゆる場所に貼
ってあり，どんなところでも簡単
に見ることができる。 

クイズ形式にすると，児童は楽し
みながら新聞を読むことができる。 
→答えを紙に書いて正解するとス
タンプがもらえ，ある程度ためる
と，賞状をもらうことができる。 

また読みたい！ 

いろんな新聞を並べて，いつ

でも読めるようにしている。 



 

 

〇国語科 

新聞の構成を知る。 

 

 

〇総合的な学習の時間 

新聞づくりをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【読書指導】 

【図書館利用指導】 

授業支援 

学年に応じた図書
館の利用方法を指導
する。全学年，４月の
学級活動で実施して
いる。 

   “図書館の上手な利用法” 

” 

 “図書館の本の並び方” 

６ 年

生 

３ 年

生 

  １ 年

生 

５ 年

生 利用指導同様，学

年に応じた読書指導

をする。全学年，４月

の国語科で実施して

いる。 

【NIE】 
低学年は最初のうちは遊び

から新聞に慣れ親しむ。その

後，徐々に学習へ繋げる。 

中・高学年は新聞づくりに挑戦している。手書

きやデジタル等，実態に応じた工夫をしている。 

今後も，児童・職員・地域みんなで夢あふれる 
学校図書館をつくっていきます！ 

５ 年

生 
活用 

低学年から高学年まで，学年に応じた新聞ワーク

シートを実施している。６年生では，新聞を読んで

見だしを考えたり，考えを記述したりする。 

２０２４年５月３０日付 

毎日小学生新聞 記事 
２０２４年７月６日付 

毎日小学生新聞 記事 


